








女
医
が
教
え
る
！
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
家
庭
の
皮
膚
医
学
◉
も
く
じ
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前
と
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ん
な
に
違
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の
「
常
識
」�
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に
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点
や
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ラ
ブ
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と
し
て
活
用
を
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で
激
変
し
た
先
端
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の
現
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傷
は
消
毒
し
な
い
で
「
ま
ず
洗
う
」
は
最
新
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療
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食
べ
な
く
て
も
食
材
に
触
れ
る
だ
け
で
食
物
ア
レ
ル
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ー
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す
と
い
う
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新
説
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が
登
場
！

24

か
ゆ
み
止
め
の
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を
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め
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の
治
り
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然
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く
な
る
！
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正
し
く
使
用
す
れ
ば
確
実
に
効
果
が
上
が
る
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
の
威
力　
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第
２
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ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎　

治
療
の
今
！�
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ト
ピ
ー
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皮
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を
理
解
す
る
前
に
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ま
ず
皮
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の
役
割
を
知
っ
て
お
こ
う
！
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ラ
ー
ゲ
ン
に
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
…
…
肌
は
化
粧
品
の
「
人
気
成
分
」
の
宝
庫　
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皮
膚
は
…
…
熱
い
、
寒
い
、
痛
い
、
か
ゆ
い
な
ど
の
感
覚
を
伝
達
す
る
最
大
の
臓
器　

35

皮
膚
は
…
…
怖
い
細
菌
か
ら
身
を
守
る
免
疫
の
最
前
線
基
地　
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肌
を
作
る
栄
養
素
は
こ
れ
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た
ん
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く
質
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ　
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肌
を
作
る
栄
養
素
は
こ
れ
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ビ
タ
ミ
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Ｅ
、
ビ
タ
ミ
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６
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亜
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イ
オ
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ピ
ー
性
皮
膚
炎
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム　
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ア
レ
ル
ギ
ー
、
乾
燥
肌
、
角
質
の
異
常
、
ス
ト
レ
ス
…
…

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
か
ら
む
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ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
複
雑
さ　
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ラ
ミ
ド
不
足
や
フ
ィ
ラ
グ
リ
ン
異
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の
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は
極
度
の
乾
燥
肌
体
質　
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ひ
ど
い
乳
児
湿
疹
を
放
置
す
る
と
ア
ト
ピ
ー
や
慢
性
湿
疹
を
引
き
寄
せ
る
可
能
性
が
あ
る　
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特
定
の
時
期
に
症
状
が
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化
す
る
「
冬
型
」「
夏
型
」
に
御
用
心
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く
こ
と
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レ
ス
を
発
散
さ
せ
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嗜し
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き
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き
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爬
行
動
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ス
テ
ロ
イ
ド
の
実
態　
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安
易
に
使
わ
れ
、
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
の
副
作
用
の
み
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
過
去
の
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療
の
悲
劇　
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保
湿
剤
＆
か
ゆ
み
止
め
を
併
用
す
れ
ば
ス
テ
ロ
イ
ド
の
使
用
量
を
減
ら
せ
る　

64

功
罪
が
出
尽
く
し
た
ス
テ
ロ
イ
ド
は
正
し
く
使
え
ば
比
較
的
、
安
全
な
薬　
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選
択
肢
が
飛
躍
的
に
増
え
た
ア
ト
ピ
ー
治
療
の
最
前
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保
湿
剤
の
使
用
は
か
ゆ
み
止
め
の
内
服
と
ア
ト
ピ
ー
治
療
の
絶
対
条
件
！
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ス
テ
ロ
イ
ド
の
副
作
用
「
赤
ら
顔
」
を
劇
的
に
改
善
す
る
「
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
軟
膏
」　
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重
い
症
状
に
は
「
免
疫
抑
制
剤
」
を
使
う
と
い
う
選
択
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分
で
で
き
る
セ
ル
フ
ケ
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は
こ
れ
！
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ア
ー
メ
ン
ポ
ー
ズ
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＆
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か
ゆ
み
日
誌
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的
掻
爬
行
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撃
退
す
る
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３
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皮
膚
の
悩
み
は
こ
う
し
て
解
決
！�
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こ
ん
な
時
、
ど
う
す
る
？
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き
爪
』
…
…
指
が
開
く
靴
＆
テ
ー
ピ
ン
グ
で
症
状
が
改
善
！
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『
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も
や
け
』
…
…
気
温
差
が
10
度
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あ
る
時
に
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血
流
を
よ
く
す
る
漢
方
薬
が
効
果
大　
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ヤ
ケ
ド
』
…
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膚
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部
に
病
変
が
及
ぶ
低
温
ヤ
ケ
ド
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く
盛
り
あ
が
っ
て
傷
痕
が
残
る
の
で
要
注

意　
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ハ
チ
刺
さ
れ
』
…
…
ハ
チ
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ら
２
度
刺
さ
れ
る
と
気
道
が
詰
ま
り
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
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刺

し
口
に
針
が
残
っ
て
い
る
な
ら
即
刻
、
皮
膚
科
へ　
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『
か
か
と
の
硬
化
』
…
…
軽
石
と
健
康
サ
ン
ダ
ル
の
使
用
は
Ｎ
Ｇ
！
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湿
剤
を
塗
り
靴
下
を
穿
い
て
寝
る

の
が
○　
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『
ヘ
ル
ペ
ス
』
…
…
季
節
の
変
わ
り
目
に
何
度
も
再
発
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唇
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と
混
同
し
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す
い
の
で
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意　
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帯
状
疱
疹
』
…
…
発
症
後
３
日
以
内
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療
の
ポ
イ
ン
ト
。
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置
が
遅
れ
れ
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経
痛
や
重
症
化
の
危
険

性
も　
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『
ジ
ン
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シ
ン
』
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部
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経
の
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よ
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性
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し
て
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期
化
す
る
ケ
ー
ス
も　
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Section 2
　

放
っ
て
お
く
と
怖
い
皮
膚
の
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ラ
ブ
ル　
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『
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の
む
く
み
』
…
…
（
放
っ
て
お
く
と
）
代
謝
が
落
ち
て
セ
ル
ラ
イ
ト
を
誘
発
。
静
脈
瘤
発
症
の
誘
因
に

な
る
こ
と
も　
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『
水
イ
ボ
』
…
…
（
放
っ
て
お
く
と
）
感
染
力
が
極
め
て
高
く
湿
疹
や
ト
ビ
ヒ
を
誘
発　

101

『
ウ
イ
ル
ス
の
イ
ボ
』
…
…
（
放
っ
て
お
く
と
）
自
然
治
癒
は
な
く
治
療
が
長
期
化
。
足
の
裏
に
で
き
る
イ

ボ
は
魚
の
目
と
混
同
し
や
す
い
の
で
要
注
意　
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『
手
あ
れ
』
…
…
（
放
っ
て
お
く
と
）
慢
性
化
し
て
手
湿
疹
に
進
行
。
治
り
に
く
い
や
っ
か
い
な
皮
膚
ト
ラ

ブ
ル
の
代
表
パ
タ
ー
ン　
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『
慢
性
痒
疹
』
…
…
（
放
っ
て
お
く
と
）
耐
え
が
た
い
か
ゆ
み
で
治
療
も
長
期
化
。
自
然
治
癒
は
な
し　
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『
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尿
病
・
高こ
う

脂し

血け
っ

症し
ょ
う

の
人
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
』
…
…
（
放
っ
て
お
く
と
）
細
菌
が
繁
殖
し
や
す
く
蜂
窩
織

炎
か
ら
壊え

疽そ

に
至
る
恐
れ
も
。
水
虫
の
ケ
ア
を
忘
れ
ず
に　
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『
虫
刺
さ
れ
』
…
…
（
放
っ
て
お
く
と
）
蜂
窩
織
炎
や
ト
ビ
ヒ
を
発
症
。
痛
み
や
水
疱
が
出
た
ら
皮
膚
科
へ

直
行
！
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『
バ
ッ
ク
ル
や
ピ
ア
ス
に
よ
る
か
ぶ
れ
』
…
…
（
放
っ
て
お
く
と
）
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
は
一
生
続
き
、
コ
イ

ン
に
触
れ
な
く
な
る
こ
と
も
。
安
く
て
か
わ
い
い
メ
ッ
キ
の
ピ
ア
ス
に
は
ご
用
心
！
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毛
染
め
に
よ
る
か
ぶ
れ
』
…
…
（
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っ
て
お
く
と
）
何
度
も
染
め
て
い
る
う
ち
に
顔
が
腫
れ
あ
が
り
症
状

が
激
化　
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『
湿
布
に
よ
る
か
ぶ
れ
』
…
…
（
放
っ
て
お
く
と
）
全
身
に
湿
疹
が
拡
大
。
湿
布
に
よ
っ
て
は
日
に
当
た
る

と
ひ
ど
く
か
ぶ
れ
る
の
で
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注
意　
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『
靴
ず
れ
』
…
…
（
放
っ
て
お
く
と
）
汗
を
か
き
や
す
い
夏
場
は
細
菌
に
感
染
、
蜂
窩
織
炎
に
悪
化
す
る

ケ
ー
ス
も　
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Section 3

　

季
節
の
変
わ
り
目
に
出
や
す
い
症
状　
120

『
乾
燥
性
湿
疹
』
…
…
皮
膚
の
機
能
が
落
ち
て
ア
ブ
ラ
の
分
泌
も
低
下
。
加
齢
と
エ
ア
コ
ン
で
症
状
は
さ
ら

に
悪
化　
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『
ト
ビ
ヒ
』
…
…
肌
を
露
出
す
る
夏
場
に
プ
ー
ル
な
ど
で
感
染
。
放
置
す
れ
ば
全
身
に
広
が
る
リ
ス
ク
も　
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『
水
虫
』
…
…
指
の
間
か
ら
細
菌
が
入
り
蜂
窩
織
炎
を
起
こ
し
た
り
、
全
身
に
広
が
り
タ
ム
シ
を
発
症
。
き

ち
ん
と
検
査
を
受
け
て
病
名
の
確
定
を　
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『
ニ
キ
ビ
』
…
…
毛
穴
が
開
き
や
す
い
夏
場
は
汗
と
ア
ブ
ラ
の
分
泌
が
増
え
て
症
状
が
一
気
に
悪
化
！
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第
４
章　

あ
な
た
の
肌
は
こ
う
変
わ
る
！

年
齢
別
ト
ラ
ブ
ル
編�
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Section 1

　

乳
幼
児
編　
130

『
乳
児
湿
疹
』
…
…
早
期
治
療
が
何
よ
り
肝
心
！

放
置
す
る
と
一
生
、
湿
疹
体
質
を
引
き
ず
る
こ
と
も　
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『
あ
せ
も
』
…
…
子
ど
も
の
肌
ト
ラ
ブ
ル
の
代
表
格
。
適
切
な
治
療
を
す
れ
ば
治
癒
率
高
し　
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Section 2

　

思
春
期
～
20
代
編　
136

『
ニ
キ
ビ
』
…
…
性
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
で
“
自
己
ア
ブ
ラ
の
生
産
量
”
が
増
え
て
“
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
”
が

大
増
殖
！
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『
身
体
の
ニ
キ
ビ
』
…
…
常
在
菌
の
カ
ビ
が
主
な
原
因
に
。
固
形
石
鹸
で
全
身
を
洗
い
毎
日
、
新
し
い
肌
着

に
着
替
え
る
こ
と　
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Section 3

　

30
代
〜
更
年
期
編　
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『
女
性
の
あ
ご
の
ニ
キ
ビ
』
…
…
顔
の
た
る
み
＆
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
で
口
元
や
あ
ご
に
出
現
。
オ
イ
ル

ク
レ
ン
ジ
ン
グ
で
症
状
は
さ
ら
に
悪
化
！
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『
脂
漏
性
湿
疹
』
…
…
季
節
の
変
わ
り
目
に
、
主
に
頭
や
顔
に
発
症
。
疲
れ
が
た
ま
る
と
出
や
す
い
の
で
ご

注
意
を
！
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『
す
ね
の
乾
燥
』
…
…
皮
脂
の
分
泌
が
少
な
い
す
ね
が
ウ
ロ
コ
状
に
。
石
鹸
で
洗
う
回
数
を
減
ら
し
て
皮
脂

膜
を
キ
ー
プ
！
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『
目
の
周
り
の
湿
疹
』
…
…
更
年
期
や
花
粉
症
も
ト
ラ
ブ
ル
の
タ
ネ
に
。
強
め
の
保
湿
剤
で
乾
燥
か
ら
し
っ

か
り
ガ
ー
ド
！

146

第
５
章　

医
師
が
教
え
る
最
強
美
容
ケ
ア�

149

Section 1

　

美
肌
を
作
る
究
極
の
ス
キ
ン
ケ
ア
を
教
え
ま
す
！
150

ク
レ
ン
ジ
ン
グ
は
「
ジ
ェ
ル
＆
固
形
石
鹸
」
が
お
す
す
め
。
吹
き
出
物
が
増
え
る
オ
イ
ル
ク
レ
ン
ジ
ン
グ



は
絶
対
Ｎ
Ｇ
！

150

ス
キ
ン
ケ
ア
の
秘
訣
は
「
保
水
」
よ
り
も
「
保
油
」　

152

Section 2
　

年
齢
＆
タ
イ
プ
別
の
お
手
入
れ
は
こ
れ
！
154

ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
人
の
お
手
入
れ
（
基
本
編
）　

154

乾
燥
肌
の
人
の
お
手
入
れ
（
冬
場
の
お
手
入
れ
）　

155

オ
イ
リ
ー
肌
の
人
の
お
手
入
れ
（
夏
場
の
お
手
入
れ
）　

156

10
代
後
半
～
20
代
の
お
手
入
れ　

157

30
代
の
お
手
入
れ　
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オ
ー
バ
ー
・
フ
ォ
ー
テ
ィ
（
40
代
以
上
）
の
お
手
入
れ　

159

Section 3

　

そ
の
肌
ダ
メ
ー
ジ
は
プ
ロ
に
お
任
せ
！

病
院
の
治
療
を
段
階
別
に
一
挙
掲
載
！�

161

美
容
の
悩
み
を
解
決
す
る
“
デ
キ
る
医
療
機
器
た
ち
”
を
紹
介
！

161

『
シ
ワ
』
…
…
小
ジ
ワ
の
段
階
で
手
を
打
ち
、
大
ジ
ワ
へ
な
だ
れ
込
む
の
を
防
ぐ
の
が
ポ
イ
ン
ト　

164

『
目
尻
＆
額
の
小
ジ
ワ
』
…
…
美
容
の
大
敵
「
目
の
下
の
シ
ワ
」
は
ア
フ
ァ
ー
ム
で
撃
退
！
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『
ほ
う
れ
い
線
』
…
…
女
を
10
歳
老
け
さ
せ
る
ほ
う
れ
い
線
は
30
代
か
ら
の
ケ
ア
が
勝
負
！
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『
た
る
み
』
…
…
老
け
顔
の
サ
イ
ン
“
深
い
た
る
み
”
に
は
効
果
が
持
続
す
る
ア
フ
ァ
ー
ム
で
対
抗
！

167

『
そ
ば
か
す
』
…
…
放
置
す
る
と
老
人
性
色
素
斑は
ん

に
悪
化
。
定
期
的
に
オ
ー
ロ
ラ
で
処
置
し
て
肌
の
お
掃
除

を
！

168

『
か
ん
ぱ
ん
』
…
…
摩
擦
で
く
す
ん
で
シ
ミ
に
な
る
日
本
人
の
肌
に
“
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
い
”
は
絶
対
、
厳
禁
！

169

『
老
人
性
色
素
斑
』
…
…
飲
み
薬
や
塗
り
薬
が
ほ
と
ん
ど
効
か
な
い
頑
固
な
シ
ミ
は
レ
ー
ザ
ー
で
叩
く
！

171

『
扁
平
疣
贅
』
…
…
シ
ミ
と
間
違
え
や
す
い
の
で
要
注
意
。
ピ
ー
リ
ン
グ
や
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
ク
リ
ー
ム
、
ヨ

ク
イ
ニ
ン
で
小
さ
い
ツ
ブ
ツ
ブ
も
キ
レ
イ
に
消
去
！

173

『
両
側
性
太
田
母ぼ

斑は
ん

』
…
…
皮
膚
の
深
部
に
で
き
る
ア
ザ
で
治
療
の
難
易
度
は
極
め
て
高
し　

174

『
赤
ら
顔
酒
さ
』
…
…
プ
ロ
で
も
手
こ
ず
る
や
っ
か
い
な
症
状
。
ピ
ー
リ
ン
グ
や
フ
ォ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
、

オ
ー
ロ
ラ
は
効
果
が
弱
い
の
で
ご
注
意
を　

175

『
ア
ト
ピ
ー
の
ニ
キ
ビ
』
…
…
“
し
っ
か
り
保
湿
”
を
心
が
け
る
こ
と
が
治
療
の
ポ
イ
ン
ト　

176

『
秋
の
ニ
キ
ビ
』
…
…
乾
燥
＆
免
疫
力
の
低
下
で
発
症
。
抗
生
剤
の
服
用
で
症
状
が
お
さ
ま
る
こ
と
も　

177

『
ニ
キ
ビ
痕
』
…
…
斑は
ん

痕こ
ん

に
な
っ
た
ニ
キ
ビ
痕
を
治
す
の
は
極
め
て
困
難　

177



第
６
章　

カ
シ
ミ
ア
と
美
肌
の
意
外
な
関
係�

179

保
湿
剤
を
残
し
て
手
の
潤
い
を
保
つ
カ
シ
ミ
ア
の
効
能　

180

主
婦
、
美
容
師
、
調
理
師
…
…
手
を
酷
使
す
る
人
が
抱
え
る
深
刻
な
「
手
あ
れ
」
の
悩
み　

182

加
齢
臭
を
根
こ
そ
ぎ
断
つ
カ
シ
ミ
ア
タ
オ
ル
の
威
力　

184

第
７
章　
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嫌
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、
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ま
す
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か
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す
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膚
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私
が
皮
膚
科
医
に
な
っ
た
ワ
ケ

サ
メ
肌
と
首
の
シ
ワ
に
悩
ま
さ
れ
た
少
女
時
代

◆
子
ど
も
の
頃
、
私
に
は
軽
い
ア
ト
ピ
ー
の
症
状
が
あ
り
ま
し
た
。

う
で
や
足
に
赤
く
ポ
ツ
ポ
ツ
が
あ
り
、
体
育
の
時
に
同
級
生
が
「
あ
の
ポ
ツ
ポ
ツ
と
し
た
の
は
な

に
？
」
と
ひ
そ
ひ
そ
と
噂
話
を
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
り
、
入
浴
時
に
親
戚
の
人
か
ら
「
サ
メ
肌
ね
。
可

哀
そ
う
…
…
」
な
ど
と
面
と
向
か
っ
て
い
わ
れ
て
、
ひ
そ
か
に
傷
つ
い
た
も
の
で
す
。

首
に
２
本
の
シ
ワ
が
あ
る
こ
と
も
悩
み
の
タ
ネ
で
し
た
。

若
い
の
に
も
う
老
化
し
て
き
た
の
か
と
取
り
越
し
苦
労
を
し
、
そ
の
う
え
研
修
医
時
代
に
は
医
局
の
教

授
か
ら
「
そ
の
あ
ご
の
ニ
キ
ビ
は
皮
膚
科
医
と
し
て
恥
ず
か
し
い
。
何
と
か
し
ろ
！
」
と
お
叱
り
を
受
け

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
あ
え
て
お
話
し
す
る
の
は
、
私
が
皮
膚
の
悩
み
と
無
縁
の
人
間
で
は
な
い
こ
と
を
理

Section 1
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解
し
て
頂
き
た
い
か
ら
で
す
。

今
は
こ
う
し
た
問
題
を
克
服
し
、
普
段
の
お
手
入
れ
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
美
肌
と
い
え
る
レ
ベ
ル
に

達
し
て
い
ま
す
が
、
数
々
の
肌
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
経
験
を
、
私
は
む
し
ろ
幸
せ
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
生
ま
れ
つ
き
肌
の
キ
レ
イ
な
皮
膚
科
医
よ
り
も
、
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
が
よ

く
わ
か
る
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
私
が
皮
膚
科
医
と
い
う
職
業
を
選
ん
だ
の
は
、
あ
る
患
者
さ
ん
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し

た
。そ

れ
は
私
が
大
学
５
年
生
の
時
の
こ
と
。
当
時
、
１
年
か
け
て
病
院
の
さ
ま
ざ
ま
な
科
で
実
習
を
行
っ

て
い
た
私
は
、
皮
膚
科
で
重
症
の
乾か
ん

癬せ
ん

の
男
性
の
治
療
に
立
ち
あ
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
方
は
、
身
体
中
か
ら
皮
膚
が
剥
が
れ
落
ち
る
と
い
う
症
状
に
苦
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

洋
服
を
脱
ぐ
た
び
に
白
い
フ
ケ
の
よ
う
な
も
の
が
パ
ー
ッ
と
舞
い
散
り
、
家
で
は
後
ろ
か
ら
奥
さ
ん
が
箒

を
持
っ
て
追
い
か
け
て
い
く
の
で
す
。

思
え
ば
私
も
帯た
い

状じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

に
な
っ
て
、
あ
ご
に
赤
い
腫は

れ
も
の
が
で
き
た
際
に
一
生
懸
命
、
隠
そ
う
と

し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
時
、
私
は
「
皮
膚
の
悩
み
は
根
深
い
も
の
だ
な
あ
…
…
」
と
、
つ
く
づ
く

実
感
し
た
の
で
す
。
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こ
の
よ
う
に
皮
膚
の
病
は
、
胃
や
腸
の
病
気
な
ど
よ
り
も
周
囲
の
人
か
ら
差
別
を
受
け
や
す
い
要
素
を

は
ら
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

実
際
、
私
も
研
修
医
時
代
に
「
職
場
で
ア
ト
ピ
ー
の
人
が
い
る
け
ど
、
う
つ
ら
な
い
で
す
か
？
」
と
電

話
で
相
談
さ
れ
て
「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
丈
夫
で
す
」
と
説
明
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
こ
う
い
う
反
応
は
人
に
も
動
物
に
も
自
然
に
備
わ
っ
た
自
己
防
衛
反
応
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
実
際
、
皮
膚
病
は
う
つ
る
も
の
も
多
い
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
そ
う
し
た
患
者
さ
ん
の
苦
し
み
を
や
わ
ら
げ
た
い
と
思
う
の
で
す
。
皮
膚
病
の
患

者
さ
ん
を
少
し
で
も
早
く
治
し
、
治
療
の
手
助
け
を
し
た
い
と
感
じ
た
こ
と
が
、
私
が
皮
膚
科
医
に
な
っ

た
最
大
の
理
由
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。、

た
だ
し
私
は
普
通
の
開
業
医
で
す
。
患
者
さ
ん
の
病
気
を
治
せ
な
い
で
も
ん
も
ん
と
す
る
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
。
立
派
な
人
間
で
は
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
で
こ
と
わ
ら
せ
て
下
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
私
が
本
書
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
ワ
ケ
を
次
に
お
話
し
し
ま
す
。

治
療
の
疑
問
点
や
日
常
的
な
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
を
！

◆
私
が
本
書
を
執
筆
し
た
理
由
の
１
つ
に
、
患
者
さ
ん
に
詳
細
な
説
明
を
す
る
だ
け
の
十
分
な
時
間
を
確

18



保
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
事
情
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

私
は
横
浜
市
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
て
い
ま
す
が
、
多
い
時
に
は
１
日
に
１
０
０
人
以
上
も
の
患
者

さ
ん
を
診
察
し
ま
す
。

そ
ん
な
日
は
「
い
つ
も
だ
っ
た
ら
こ
こ
ま
で
説
明
す
る
の
に
、
今
日
は
時
間
が
足
り
な
い
な
あ
…
…
」

と
思
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

ま
し
て
や
医
師
不
足
に
あ
え
ぐ
地
域
で
は
、
こ
う
し
た
傾
向
に
い
っ
そ
う
拍
車
が
か
か
る
の
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
の
病
院
で
は
、
１
人
の
医
師
の
も
と
に
日
に
２
０
０
人
以
上
も
の
患
者
さ
ん
が

詰
め
か
け
る
こ
と
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
ひ
っ
迫
し
た
状
況
下
で
は
、
医
師
が
薬
や
病
状

に
つ
い
て
こ
と
こ
ま
か
に
話
す
こ
と
は
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
本
書
を
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
頂
き
た
い
の
で
す
。
病
気
や
治
療
に
つ
い
て
も
っ
と
踏
み
込
ん

だ
内
容
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
り
、
診
察
を
受
け
た
後
、
新
た
な
疑
問
が
生
じ
た
時
な
ど
に
本
書
を
繰
り

返
し
読
ん
で
、
己
の
病
状
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
日
々
、
進
化
し
て
い
る
皮
膚
科
の
“
最
前
線
の
情
報
”
を
提
供
す
る
こ
と
も
、
本
書
を
出
版

し
た
大
き
な
目
的
の
１
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
詳
し
く
お
話
し
し
て
い
き
ま
す
が
、
皮
膚
科
医
療
は
日
々
、
進
化
し
て
い
ま
す
。
新
薬
の
開
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発
が
進
み
、
医
療
常
識
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
長
期
に
及
ぶ
湿
疹
や
耐
え
が
た
い
か
ゆ
み
を
伴
う
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、
有
効
な
新
薬

「
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
軟
膏
」
の
使
用
や
、
か
ゆ
み
止
め
と
保
湿
剤
を
併
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
患
者
さ

ん
の
負
担
を
か
な
り
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
本
書
を
通
し
て
“
現
時
点
で
の
最
新
医
療
”
の
実
情
を
少
し
で
も
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
恩
恵
を
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
享
受
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

本
書
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
帯
状
疱
疹
な
ど
の
皮
膚
の
病
気
か
ら
肌
の
お
手
入
れ
ま
で
、
皮
膚
科
へ

寄
せ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
事
を
幅
広
く
網
羅
し
て
い
ま
す
。

一
般
の
患
者
さ
ん
に
も
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
本
書
を
気
軽
に
ひ
も
と
き
、

日
常
的
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

10
年
で
激
変
し
た
先
端
医
療
の
現
場

傷
は
消
毒
し
な
い
で
「
ま
ず
洗
う
」
は
最
新
医
療
の
常
識

◆
皆
さ
ん
は
転
ん
で
ひ
ざ
を
す
り
む
い
た
時
に
、
ど
の
よ
う
に
処
置
し
て
い
ま
す
か
？

最
近
よ
く
見
か
け
る
の
が
、
ケ
ガ
を
し
た
お
子
さ
ん
の
傷
口
に
そ
の
ま
ま
密
閉
す
る
タ
イ
プ
の
絆
創
膏

を
貼
り
つ
け
て
、
症
状
を
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
う
親
御
さ
ん
た
ち
で
す
。

子
ど
も
が
痛
が
っ
て
泣
き
叫
ぶ
の
で
、
泥
だ
ら
け
の
傷
口
を
よ
く
洗
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
密
閉
す
る
タ
イ

プ
の
絆
創
膏
を
貼
っ
て
す
ま
そ
う
と
す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
で
は
傷
口
か
ら
雑
菌
が
侵
入
し
て
「
ト
ビ

ヒ
（
１
２
２
ペ
ー
ジ
参
照
）」
や
「
蜂ほ
う

窩か

織し
き

炎え
ん

（
１
０
９
ペ
ー
ジ
参
照
）」
に
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
傷
が
で
き
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

こ
う
質
問
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
消
毒
液
な
ど
で
消
毒
す
る
」
と
答
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

Section 2

20



10
年
で
激
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転
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ひ
ざ
を
す
り
む
い
た
時
に
、
ど
の
よ
う
に
処
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し
て
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ま
す
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？

最
近
よ
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見
か
け
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が
、
ケ
ガ
を
し
た
お
子
さ
ん
の
傷
口
に
そ
の
ま
ま
密
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す
る
タ
イ
プ
の
絆
創
膏

を
貼
り
つ
け
て
、
症
状
を
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
う
親
御
さ
ん
た
ち
で
す
。

子
ど
も
が
痛
が
っ
て
泣
き
叫
ぶ
の
で
、
泥
だ
ら
け
の
傷
口
を
よ
く
洗
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
密
閉
す
る
タ
イ

プ
の
絆
創
膏
を
貼
っ
て
す
ま
そ
う
と
す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
で
は
傷
口
か
ら
雑
菌
が
侵
入
し
て
「
ト
ビ

ヒ
（
１
２
２
ペ
ー
ジ
参
照
）」
や
「
蜂ほ
う

窩か

織し
き

炎え
ん

（
１
０
９
ペ
ー
ジ
参
照
）」
に
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
傷
が
で
き
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

こ
う
質
問
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
消
毒
液
な
ど
で
消
毒
す
る
」
と
答
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
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１）	 夏井睦『キズ・ヤケドは消毒してはいけない』主婦の友社　2007年

し
か
し
今
の
医
療
の
常
識
で
は
傷
は
「
消
毒
」
す
る
の
で
は
な
く
「
洗
い
流
す
」
の
が
正
解
な
の
で
す11

。

確
か
に
傷
口
に
消
毒
液
を
か
け
た
ら
大
方
の
細
菌
は
死
滅
し
ま
す
が
、
最
近
の
医
学
の
検
証
で
、
消
毒

液
が
同
時
に
た
ん
ぱ
く
質
を
殺
し
て
皮
膚
を
傷
害
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
う
え

傷
を
覆
う
ガ
ー
ゼ
を
剥
が
す
た
び
に
新
し
い
皮
膚
が
持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
い
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
キ

レ
イ
に
修
復
さ
れ
な
い
わ
け
で
す
。
い
っ
ぽ
う
傷
を
洗
え
ば
、
そ
れ
だ
け
で
か
な
り
の
細
菌
が
流
れ
落
ち

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ひ
と
た
び
世
の
中
に
根
付
い
た
“
常
識
”
を
覆
す
の
は
、
並
大
抵
な
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
。現

代
医
学
で
は
、
新
た
な
治
療
法
も
次
々
と
見
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
世
間
か
ら
美
容
効
果
が
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
化
粧
水
や
乳
液
な
ど
に
フ
ル

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
シ
ミ
の
治
療
に
効
く
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
配
合
の
化
粧
品
は
大
人
気
で
す
。

確
か
に
イ
オ
ン
導
入
器
を
使
っ
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
誘
導
体
を
肌
の
深
部
に
浸
透
さ
せ
れ
ば
、
シ
ミ
の
ケ
ア

に
も
そ
れ
な
り
の
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
も
と
も
と
皮
脂
（
ア
ブ
ラ
）
の
分
泌
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
む
し
ろ
ニ
キ
ビ
治
療
に
威
力
を
発
揮
す
る
の
で
す
。



途
中
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略

続
き
は
製
品
版
に
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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